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 学級のシンボル作り 
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 仲間の絆⽊（気付き） 
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 14 
 思い出のアルバム 

 oomo 
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         先⽣⽅へのインタビュー 
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 研究の成果 〜⼩学校の例〜 
 研究の概要 

 児童の 
 実態   本学級は、⾃分の良さを⾃覚している児童が多く、⾃尊感情は⾼い傾向にある。そ 

 の⼀⽅で、⾃分が決めた事を最後までやり遂げた経験が少ないことや、⾃分で考えて 
 ⾏動ができていないと感じている児童が多いことがアンケートの結果からわかった。 
 つまり、「⾃分は何でもできる」感覚の⾃⼰効⼒感や「⾃分のことは⾃分で決められ 
 る」感覚の⾃⼰決定感が弱いと考えられる。そこで、これらの感覚を⾼められるため 
 の⼿⽴てを考え、実践することにした。 

 ⼿⽴て 

 結果 

  「⾃分が決めたことを最後までやって嬉しかったことがありますか。」の質問項⽬ 
 において、９⽉と⽐べて、「あてはまらない」と回答した児童が減り、「あてはま 
 る」と回答した児童が増えた。 

 考察   ⾃分たちで決めた⽬標を達成できた達成感や役割を果たすことができた満⾜感が⾃ 
 ⼰効⼒感や⾃⼰決定感を⾼めることにつながると考えられる。また、担任が児童の⾏ 
 動を価値づける⾔葉かけをすることが、⾃⼰肯定感を⾼める上で⼤事だと感じた。 
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